
・

・

・

このたびは、スズキ  モーターチェア  を

お買い上げいただき、ありがとうございます。

　ご使用の前にご本人さまおよび介助の方は、必ずこの取扱説明書を
お読みください。モーターチェアの取扱いを誤ると、事故や故障の原
因となります。本書をよくお読みいただいて、いつまでも安全・快適
にご使用ください。

本書は、モーターチェアの取扱い、装備の説明、万一のときの処置

などについて説明しています。

「必読！安全運転のために」は、とくに重要な項目です。しっかり

お読みください。

本書では、次の記号を使用しています。
      　　　、　　         は、とくにしっかりお読みください。

、 、

取扱いを誤ると、死亡または重大な傷害につながるおそ
れがある内容です。

取扱いを誤ると、傷害につながるおそれがある内容です。

取扱いを誤ると、物的損害につながるおそれがある内容
です。

モーターチェアのために守っていただきたいこと､また知
っておくと便利な内容です。

・

・

・

・

・

・

本書には、点検整備の記録簿と保証書が含まれています。大切に保管し

てください。

モーターチェアをおゆずりになるときは、次に所有されるかたのために

、本書をお渡しください。

購入店またはスズキ代理店で取り付けられた装備品などについては、装

備品に添付されている別冊の取扱説明書をお読みください。

装備品の装着などにより、法令で定める電動車いすの最大寸法（全長

1,200 ㎜、全幅700 ㎜、全高1,200 ㎜）を超えた状態で公道を走行する

場合は、所轄の警察署への申請をして署長の確認が必要です。詳しくは

購入店またはスズキ代理店にご相談ください。

仕様などの変更により、本書の内容とモーターチェアが一致しない場合

があります。あらかじめご了承ください。

ご不明な点は、担当セールススタッフにおたずねください。
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MC2000R、MC3000R（電動式リクライニング機能付き）

91G221001

各部の名称
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MC3000P（パワーステアリング機能付き）

91G221002

操作レバー
（21ページ） 操作ボックス（27ページ）

電源プラグ
（48ページ）

シート（33ページ）

レッグサポート
（32ページ）

前輪
（56ページ）

アームサポート
（36ページ）

フットサポート
（29ページ）

バックサポート

反射板

反射板

反射板（左側のみ）

バッテリー
（56ページ）

手押しハンドル

持ち上げ取っ手
（60ページ）

クラッチレバー
（19ページ）

モーター
（電磁ブレーキ付き）

補助輪
（転倒防止装置、19ページ）

スライドピン

ロックピン

後輪（56ページ）

取扱説明書/
シートベルト入れ

手押し用操舵
スイッチボックス
（24ページ）

バックサポート
角度調節ボルト
（34ページ）

ロックピン

キャスター
フォーク
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注意事項を守り、安全な運転を心が
けてください。

モーターチェアは歩行者

91G2010003

91G2810001

モーターチェアは、道路交通法
では「歩行者」として扱われ、
運 転 免 許 は 必 要 あ り ま せ ん。
「歩行者」として交通ルールや
マナーを守ってください。
歩道や横断歩道を通り、歩道のな
いところは、右側通行してくださ
い。横断歩道では、一時停止して
安全を確認してください。
歩道が途切れた所や、通行でき
ないためやむを得ず車道に出る
ときは、車や段差に十分注意し
てください。
斜め横断はしないでください。
渡り切るのにより時間がかかる
ため、他の交通のさまたげにな
ることがあります。
混雑している場所は避けるよう
にしてください。

運転の前に 次のようなときは運転しないで
ください。
・飲酒後
・眠気をもよおす薬の服用時
・持病などで運転に不安のある

とき
・疲労時や体調がすぐれないと

き
歩行者用標識や信号を守ってく
ださい。
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十分な練習を

91G2010005

モーターチェアは1人乗り

走行または取扱いに慣れるまで
は､公園などの安全な広い場所で
練習し､発進､停止､旋回､後進な
どの感覚を覚えてください。
練 習 開 始 の 際 は 速 度 切 替 え ス
イッチを「遅」（最高速度：約 1
km/h）の位置にしてください。
→　21ページ

（速度切替えスイッチ）
→　45ページ

（走行速度について）

はじめて道路に出るときは、介
助者と一緒に、安全を確かめな
がら走行してください。

91G2010008

モーターチェアは 1 人乗りです。

2人乗り（子供・ペット類も含む）

はしないでください。

91G2810007

モーターチェアは、お体の不自由
な方の移動手段です。遊具として
使用するなど、本来の目的以外に
は使用しないでください。
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荷物の積載

使用者最大体重（積載物を含む）：
100 kg

日常点検を確実に

日常点検は使用状態から判断した
適切な時期に実施してください。
→　51ページ（日常点検）

安全にご使用いただくため、必ず定
期点検（有料）を受けてください。
→　52ページ（定期点検記録簿）

運転は正しい姿勢、運転に適
した服装で

荷物のけん引はしないでくださ

い。モーターチェアに無理な力が

かかって損傷するおそれがあるだ

けでなく、思わぬ事故につながる

おそれがあります。

91G2810008

使用者最大体重（積載物を含む）

を超えて使用しないでください。

故障や破損の原因となります。

運転の際は、積載物や衣類などが

車輪に巻き込まれないよう注意し

てください。思わぬ事故につなが

るおそれがあります。また、シー

トに深く腰をかけて正しい姿勢で

座り、走行中や停車中に立ち上

がったり、身体をはみ出したりし

ないでください。バランスを崩

し、転倒するおそれがあります。

91G2010015

運転時の注意
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携帯電話などの使用について

犬などのペットを引いて走行
しない

次の運転は避けて

走行中は、携帯電話やヘッドホン

ステレオなどを使用しないでくだ

さい。使用するときは安全な場所

に停止し、モーターチェアの電源

スイッチを「切」にしてくださ

い。

91G2810009

電子電気機器の電源をモーター
チェアのバッテリーからとらない
でください。バッテリー早期劣化
の原因となります。

犬などのペットを引くなどして走

行すると、バランスを崩して転

倒・転落など思わぬ事故の原因と

なりますので、必ず次のことをお

守りください。

リ ー ド を 手 で も っ た り、モ ー
ターチェアに結んだりして走行
しない

ひざに乗せたり、抱きかかえた
りして走行しない

91G2810010

次のような場所や状況では、接
触や衝突、転倒のおそれがあり
ます。運転を避けるか、介助者
に同行してもらうなどして、十
分な安全確認や脱輪予防をして
ください。
・幅の広い道路の横断歩道
・防護柵のない側溝や路肩付近

91G2810011
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交通機関や施設を利用すると
きは

事前に交通機関や施設の事業者に、
モーターチェアの乗り入れ可否を確
認してください。

踏切を横断するときは

脱輪などで動けなくなった場合
に は、自 力 で 脱 出 し よ う と せ
ず、周囲にいる人の助けを借り
てください。無理に脱出しよう
とすると、事故や故障の原因と
なります。
→　19ページ （クラッチレバー）
→　60ページ

（持ち上げ取っ手による運搬）

次のような場所や状況での走行
は避けてください。転倒や故障
の原因となります。
・急な坂道
・大きな溝や段差
・ぬかるみや雪道、凍結路面や深

い砂利道などの悪路
・下り坂での後進や中高速走行
・急な傾斜面の横断
・夜間走行
・降雨や濃霧、強風等の悪天候時

91G2810012

蛇行運転、急旋回、急発進、急
制動は避けてください。

91G2810013

次のような場所や状況で、やむを
得ず運転する場合は十分な安全
確認や脱輪予防をしてください。
・混雑している場所
・交通量の多い道路
・狭い道
電 車 な ど の 乗 り 物 に 乗 る と き
は、駅やバスの係員に声をかけ
るなどをして安全確認や脱輪予
防をしてください。

踏切内で動かなくなったときに
は、介助者や近くの人に協力して
もらって、移動してください。
→　19ページ （クラッチレバー）
→　60ページ

（持ち上げ取っ手による運搬）

万一、踏切内から脱出できない
ような場合には、介助者や近く
の人に協力してもらって、踏切
に設置されている非常ボタンを
押してください。
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エスカレーターの使用禁止

急な坂道、大きな段差や溝は
避けて踏切内で立ち往生してしまうお

それがあるため、踏切の横断は
できるだけ避けてください。や
むを得ず踏切を渡る場合は、介
助 者 に 同 行 し て も ら い ま し ょ
う。踏切の手前で一時停止して
安全を確認をしたあと、線路の
溝にはまらないよう、線路に対
して直角に横断してください。
踏切内で停止しないよう、すみ
やかに横断してください。

91G2810002

エスカレーターの使用や階段の上

り下りはしないでください。転倒

のおそれがあります。（車いす用

機能付のものは除く）

91G2810014

8 °を超える急な坂道での走行は避
けてください。転倒などの事故の
原因となります。安全に走行でき
る最大角度は登坂、降坂ともに8 °
が目安です。

91G2810015

91G2810016

登 坂 限 界 を 超 え る と、警 告 ブ
ザーが鳴ります。ただちに走行
を 中 断 し て 引 き 返 し て く だ さ
い。
なお引き返す際は転倒のおそれ
がありますので、周囲の安全を
確かめてから低速で慎重に方向
転換してください。
→　67ページ（走行中）
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坂道を後ろ向きで降りると、転
倒のおそれがあります。必ず前
向きになって降りてください。

坂道は、上り下りとも前進で真っ直
ぐゆっくりと走行してください。

5 °を超える急な傾斜面の横断は避
けてください。横転のおそれがあ
ります。安全に走行できる最大角
度は5 °が目安です。

傾斜面を横断するときは、身体
を斜面の山側（または上側）に
傾けてバランスを取ってくださ
い。

91G2010012

段差や溝を通過するときは、段
差や溝に対して直角に前進走行
してください。通過できる段差
は5 cm、また通過できる溝の幅
は10 cmが目安です。

91G2810017

91G2810018

下り坂では、速度切替えスイッチ
を「遅（低速）」にして前進で慎
重に降りてください。
介助者が同行していても、坂道
で停止したままにしないでくだ
さい。
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植え込み型心臓ペースメーカーなどをご使用の方へ

植え込み型心臓ペースメーカーおよび徐細動機能なし植え込み型両心室
ペーシングパルスジェネレーターを装着されている方は、充電時には充電
器や充電コード（次の図参照）に植え込み部位を近づけず離してください。
充電により、これらの機器の作動に影響をおよぼすおそれがあります。
植え込み型心臓ペースメーカーおよび徐細動機能なし植え込み型両心室
ペーシングパルスジェネレーター以外の医療用電気機器を装着されている
方は、医師や医療用電気機器製造業者などに充電による影響の有無を確認
のうえ充電を行なってください。充電により、医療用電気機器の作動に影
響をおよぼすおそれがあります。
詳しくは、購入店またはスズキ代理店にお問い合わせください。

充電器
充電コード

MC2000R/3000R MC3000P

充電コード
充電器
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バッテリー

修理、改造

ご自身でモーターチェアを改造しな
いでください。修理や改造が必要な
場合は、購入店またはスズキ代理店
にご相談ください。不適切な修理や
改造をした場合は、保証が得られな
いことがあります。

純正部品

部品交換時は、スズキ純正部品を使
用してください。

環境保護、リサイクル

環境保護および限りある資源を守る
ため、モーターチェアやバッテリー
をむやみに捨てないでください。

 モーターチェアが不要となった場
合は、購入店またはスズキ代理店に
ご相談ください。

 使えなくなったバッテリーはリサ
イクル（回収・再資源化）のため、
購入店またはスズキ代理店にお渡
しください。モーターチェアのバッ
テリーには、限りある資源が使われ
ています。

91G2010031

バッテリーの周囲温度が－10 ℃以
下の低温、40 ℃以上の高温では、
走行や保管をしないでください。
バッテリーが凍結したり過熱した
りして、早期劣化の原因となりま
す。
バッテリーの周囲温度が 0 ℃以下
の低温、30 ℃以上の高温では、
充電しないでください。破損や変
形、早期劣化の原因となります。

不適切な修理や改造は、安全性を

低下させ、事故や故障の原因とな

ります。

使用上の注意

部品の交換は、購入店またはスズ
キ代理店にご相談ください。
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取扱上の重要な事項を記載したラベルがモーターチェアに貼ってあります。ご
使用の前に、必ずお読みください。

ラベルを汚したり、はがしたりしないでください。
車台番号、JISマーク（MC3000Pのみ）、TSマークのラベルは64ページを参

照してください。

ラベル
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MC2000R、MC3000R（電動式リクライニング機能付き）

91G2810003

245 275kPa
2.5 2.8kgf/cm2

216 235kPa
2.2 2.4kgf/cm2

注　記

注　意
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91G2810004

100kg

注
意
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MC3000P（パワーステアリング機能付き）

91G2810005

〈バッテリーのラベル〉

定格電圧：DC24V

バッテリ型式：SC38-12

注　 意
下り坂では必ず「前進・遅」で
慎重に降りてください

携帯電話や無線通信機器等は、安全な

場所に車いすを止め、電源スイッチを

「切」にしてからご使用ください。

　ブザーが鳴って走行が止まったら

電源スイッチを一旦「切」にしてから　

もう一度「入」にすれば走行できます。

引火爆発のおそれが
あります。
充電中バッテリに
火気を近づけないで
ください。

感 電 の お そ れ が
あ り ま す 。
濡れたプラグや
濡れた手で充電
しないでください。
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91G2810006

100kg

注　意

注　記



必読！安全運転のために

18

故障や異常のあるときは、使用
しないでください。事故や転倒
などによるケガの原因となりま
す。
バックサポートや手押しハンド
ルに物を引っ掛けないでくださ
い。モーターチェアが不安定に
なり、転倒事故の原因となりま
す。
バックしながら急停止しないで
ください。転倒事故の原因とな
ります。

モーターチェアが身体に合わない

場合は、使用しないでください。

健康をそこなうおそれがあります

ので、医師に相談してください。

火気の近くに置かないでくださ

い。熱による破損や故障の原因と

なります。

その他の留意事項
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91G222040

上図のモーターチェアは代表例で
す。仕様により異なる場合がありま
す。

モーター駆動を使わずに、手押しで
モーターチェアを動かすときに使用
します。

 クラッチレバーを「手押し」位置に
する場合は、平坦路で行なってくだ
さい。

補助輪は絶対に取り外さないでく
ださい。取り外したまま走行する
と、後方に転倒するおそれがあり
ます。

補助輪（転倒防止装置）

衝突・転倒のおそれがあります。
坂道でクラッチレバーを「手押し」
位置で使用しないでください。

安全のため、クラッチレバーを
左右両側同時に「手押し」位置
に切り替えないでください。突
然モーターチェアが動き出すお
それがあります。モーターチェ
ア を さ さ え な が ら、片 側 ず つ
「手押し」位置に切り替えてく
ださい。
左右両側のクラッチレバーがと
も に「走 行」ま た は「手 押し」
位置になっているか確認してく
ださい。
「手押し」位置で放置しないでく
ださい。手押しでモーターチェア
を動かすとき以外は、必ず「走
行」位置にもどしてください。

クラッチレバー
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左右両側のクラッチレバーを前方に
操作すると、「手押し」に切り替わ
ります。

手押し：手押しで動かせます。モー
ター駆動による走行はで
きません。

91G2020010

左右両側のクラッチレバーを後方に
操作すると、「走行」に切り替わり
ます。
走行：モーター駆動による走行がで

きます。手押しでは動かせま
せん。

91G2020009

電源スイッチ

スイッチを上下に操作すると、電源
の入－切（ON-OFF）ができます。

「入」：走行できます。
「切」：走行できません。

91G2020001

電源スイッチを「入」にすると
バッテリー残量表示および充電ラ
ンプがすべて点灯し、そのあと
バッテリー残量を表示します。
最初にすべてのランプが点灯しな
い場合は、システムの異常が考え
られます。購入店またはスズキ代
理店にご相談ください。

91G2020002

スイッチ、レバーの使いかた
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速度切替えスイッチ

スイッチを上下に操作すると、最高
速度を3段階に切替えできます。

91G2020003

→　45ページ（走行速度について）

操作レバー（ジョイスティック）

 進行したい方向にレバーをゆっく
りと倒します。

 レバーの倒し加減で走行スピード
を調整します。

 レバーから手をはなすと、自動的に
中立の位置にもどります。レバーが
中立の位置にもどると、自動的に停
止して電磁ブレーキがかかります。

91G2020004前
進
時

スイッチ
位置

最高速度

MC2000R
MC3000R
MC3000P

速 (高速)
約4.5 
km/h

約6 km/h

・ (中速)
約2.8 
km/h

約3.5 
km/h

遅 (低速) 約1 km/h 約1 km/h

後
進
時

スイッチ
位置

最高速度

速 (高速) 約3 km/h

・ (中速) 約2 km/h

遅 (低速) 約1 km/h

操作レバーを倒したまま電源ス
イッチを「入」にしたり、電源ス
イッチを「入」にした瞬間に操作
レバーを倒したりすると、警告ブ
ザーが鳴り発進できません。発進
するときは、一度操作レバーから
手をはなし中立の位置にもどして
から、操作レバーをゆっくりと倒
します。
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91G2020005

91G2020031

リクライニングスイッチ

電源スイッチが「切」のとき、バッ
クサポート（背もたれ）とフットサ
ポートの角度が無段階に調節できま
す。

モーターチェアが動かないよう
に、左右両側のクラッチレバー
を「走行」位置にします。

→　19ページ（クラッチレバー）

乗員はシートベルトを装着しま
す。

→　35ページ（シートベルト）

電 源 ス イ ッ チ を「切」に し ま
す。

→　20ページ（電源スイッチ）

MC2000R、MC3000R

MC3000P

MC2000R、MC3000Rのみ

1

2

3
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リクライニングスイッチを前後
に操作します。

91G2020006

91G2020007

スイッチ モーターチェアの状態

前へ倒す
バックサポートが前方
に起き上がり、フットサ
ポートが下がります。

後へ倒す
バックサポートが後方
に倒れ、フットサポー
トが上がります。

次のような状況では、リクライニ
ングスイッチを操作しないでくだ
さい。転倒などの事故の原因とな
ります。
・坂道
・アームサポートを外している
・乗員がシートベルトを装着して

いない

4
リクライニングスイッチの操作
中は、次のことに気をつけてく
ださい。
・手をアームサポートの上に、

足をフットサポートに置いて
ください。作動部に手などを
置くと、はさまれてけがのお
それがあります。

・膝掛けや毛布、服などを作動
部にはさまないでください。
モーターチェアや物が破損す
るおそれがあります。

介助者がいても、鉛直方向から後
方に23 °以上バックサポートを倒
した状態では、「手押し」走行を
しないでください。

バックサポートを倒すと、モー
ターチェアが前後に長くなりま
す。動かすときは、障害物にぶつ
けないよう気をつけてください。

 電源スイッチが「入」のときは、
リクライニングスイッチは作動
しません。

 バックサポートを鉛直方向から
後方に23 °以上倒した状態では、
電源スイッチを「入」にしても警
告ブザーが鳴り走行できません。
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手押し用操舵スイッチボック
ス

バックサポートの裏側にあります。

手押し走行の際、介助者が前輪を操
作し、進行方向を変えたいときに使
用します。

左右両側のクラッチレバーを
「手押し」位置にします。

→　19ページ（クラッチレバー）

操作ボックスの電源スイッチを
「入」にします。

→　20ページ（電源スイッチ）

下図に示す切替えスイッチを
「入」にします。

操舵スイッチを左右に操作する
と、前輪が操作した方向に切れ
ます。

91G2020030

MC3000Pのみ

1

2

3

4

坂道では、手押し走行をしないで
ください。衝突・転倒のおそれが
あります。

手押し走行後は、すみやかに左右
両側のクラッチレバーを「走行」
位置にもどしてください。

手押し走行後は、切替えスイッチ
を「切」にもどしてください。切
替えスイッチが「入」の状態で
は、操作レバー（ジョイスティッ
ク）を操作しても走行できませ
ん。
操舵スイッチから指をはなすと、
前輪は自動で中立位置（直進状
態）にもどります。
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バッテリー残量表示

電源スイッチを「入」にすると5灯すべて点灯し、そのあとバッテリー残量を
表示します。
→　20ページ（電源スイッチ）

91G2020002

バッテリー残量表示
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バッテリー残量表示が 1 灯のみ点灯
（ ）した状態で運転を
続 け る と、や が て 点 滅
（ ）となります。さら
に走行を続けると、警告ブザーが鳴
り約1分後に停止します。

上記のように停止したときは、電
動での走行は中止し、周囲の人の
助けを借りてください。一旦電源
ス イ ッ チ を「切」に し て 再 度
「入」にすると、さらに約 1 分間
走行できますが、走行不安定と
なって思わぬ事故につながるおそ
れがあります。緊急時以外は行な
わないでください。また、バッテ
リーを著しく劣化させる原因とな
ります。

バッテリー残量表示が 4 灯～ 2 灯
の間で充電するのが上手な使いか
たです。
充電直後やバッテリーを接続した
あとは、2 ～ 3 分走行してから
バッテリー残量を確認してくださ
い。
坂道では、バッテリー残量表示が
変化する場合がありますが異常で
はありません。
冬期はバッテリーの働きが弱くな
るため、バッテリー残量の減少が
早くなる傾向があります。
電源スイッチを「入」にした直後
に、バッテリ残量表示、充電ラン
プがすべて点灯します。点灯しな
い場合は故障が考えられます。購
入店またはスズキ代理店にご相談
ください。

バッテリーは正しく使用していて
も月日が経つと徐々に性能が低下
していくため、新品時に比べ走行
距離は短くなっていきます。
同じような使いかたをしていて
も、バッテリー残量の減少が早く
なってきたり、走行できる距離が
次第に短くなってきたりしたとき
は（目安は走行距離がバッテリー
新品時の半分程度）バッテリー交
換の時期です。購入店またはスズ
キ代理店にご相談のうえ、早めに
指定のバッテリーに交換してくだ
さい。そのまま使用すると、急激
に走行距離が短くなる場合があり
ます。
登坂走行や、段差乗り越えなどの
多いところでの走行は、平地に比
べてバッテリーの消費電力が増え
るため、走行できる距離は短くな
ります。
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高さの調節

■ MC2000R、MC3000R
操 作 ボ ッ ク ス を 持 ち、ス ク
リュー、スペーサー、ナットを
取り外します。
操作に適した高さを選び、スク
リューを締め付けます。

　締付トルク：
10 N･m (100 kgf･cm)

91G2020016

■ MC3000P
操 作 ボ ッ ク ス を 持 ち、ス ク
リュー、スペーサー、ナットを
取り外します。

乗り降りの際は、操作ボックス
に体重をかけないでください。
操作ボックスが壊れて思わぬけ
がのおそれがあります。
別売りの取付位置調整用ブラケッ
トなどを追加する場合は、モー
ターチェアの全幅が700 ㎜（法令
で定める電動車いすの最大寸法）
を超える場合がありますが、その
状態で公道を走行しないでくださ
い。やむを得ず超えた状態で公道
を走行する場合は、所轄の警察署
へ申請をして署長確認（証）を得
ることが必要です。詳しくは、購
入店またはスズキ代理店にご相談
ください。

取付位置の調節の際は、配線を
ひっぱりすぎたり、ゆるませすぎ
たりしないでください。
MC2000R、MC3000R の場合
は、リクライニングしたときの配
線の状態も確認してください。

操作ボックスは、左側のアームサ
ポートにも装着できます。購入店
またはスズキ代理店にご依頼くだ
さい。

操作ボックスの位置調節

取付け穴を変更すると、前後位置
も調節できます。

1

2

1
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操作に適した高さを選び、スク
リューは新しい専用のものを使
用して締め付けます。

　締付トルク：9 N･m (90 kgf･cm)

91G2020043

前後位置の調節
（操作ボックス側）

操作ボックスの底にあるボルト
をゆるめます。

操作に適した位置（前後）を選
び、ボルトを締め付けます。

　締付トルク：9 N･m (90 kgf･cm)

91G2020017

91G2020032

前後位置の調節（車体側）

アームサポートの下側にあるボ
ルトをゆるめます。

操作に適した位置（前後）を選
び、ボルトを締め付けます。

　締付トルク：6 N･m (60 kgf･cm)

91G2020018

MC3000P は、専用のスクリュー
（再使用不可）を使用していま
す。高さの調節は、購入店または
スズキ代理店にご依頼ください。

2

1

2

MC2000R、MC3000R

MC3000P

MC2000R、MC3000Rのみ

1

2
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リクライニングスイッチを固定
しているスクリューをゆるめま
す。

操作に適した位置（前後）を選
び、スクリューを締め付けま

す。

　締付トルク：5 N･m (50 kgf･cm)

91G2020019

※ イラストのモーターチェアは代表
例です。仕様により異なる場合が
あります。

調整の際は、配線を引っぱった
り、ゆるませすぎたりしないでく
ださい。また、リクライニングし
たときの配線の状態も確認してく
ださい。

リクライニングスイッチの
前後位置調節

MC2000R、MC3000Rのみ

1

2 乗り降りの際にフットサポート
の上で立ち上がったり、フット
サポートをステップとして使用
したりしないでください。モー
ターチェアがバランスを崩し、
転倒するおそれがあります。ま
た、フットサポートが破損する
原因となります。
フットサポートが適切な位置に
ない状態や、衝撃等により変形
したままの状態で使用しないで
ください。乗せた足が落ちるな
どして、思わぬ事故の原因とな
ります。

フットサポートを持って、モー
ターチェアを持ち上げないでく
ださい。破損するおそれがあり
ます。持ち上げ取っ手を持って
ください。

→　60ページ
（持ち上げ取っ手による運搬）

フットサポート
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高さの調節

MC2000R、MC3000R は、
バックサポート（背もたれ）を
一番起こした状態にします。

→　22ページ
（リクライニングスイッチ）

下図のように両側のクランプボ
ルトをゆるめ、上下に調節しま
す。

調節したのち、クランプボルト
を確実に締め付けます。

　締付トルク：
18 N･m (180 kgf･cm)

91G2020020

フットサポートを外側に開いた
状態で使用しないでください。
障害物にあたりやすくなりま
す。

91G2820001

フットサポートと路面との間隔
は、平らな場所で測って“a”cm
以上確保してください。間隔がせ
まいと、路面の凹凸や障害物に
フットサポートが引っかかって、
転倒するおそれがあります。

1

2

3

“ ”
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たたみかた

フットサポートを矢印方向に回転さ
せてたたみます。

91G2020022

取外し／取付け

乗り降りや運搬がしやすいように、
MC3000P のフットサポートは取り
外すことができます。

■ 取外し
上側のロックピン（図中①参
照）を押して、ロックを解除し
ます。

そのまま引き抜きます。（図中
②参照）

91G2020033

91G2820003

調節後はフットサポートが確実に
固定されているか確認してくださ
い。フットサポートが脱落する
と、事故の原因となります。

高さの調節については、購入店ま
たはスズキ代理店にご相談くださ
い。

“ ” 

フットサポートは、左右両方とも
同時に取外し／取付けしてくださ
い。

取外しの際に、下側のロックピ
ンを押さないでください。指な
どをはさむおそれがあります。
フットサポートを取り外した状態
で、走行しないでください。

MC3000Pのみ

1

2
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■ 取付け

上側のロックピンを押しなが
ら、フットサポートを車体に差
し込みます。

パイプから確実に上下のロック
ピンが出ているか確認します。

91G2020041

取外し／取付け

■ MC2000R、MC3000R
ボタンを外し、フットサポートから
取り外します。

 取付けは、取外しの逆の手順で行な
います。

91G2020027

■ MC3000P
マジックテープ部をはがし、フット
サポートから取り外します。

91G2020042

 取付けは、取外しの逆の手順で行な
います。

上側のロックピンを押すことによ
り、下側のロックピンも押し縮め
られ、ロックが解除されます。

取付けの際に、下側のロックピン
を押さないでください。指などを
はさむおそれがあります。
フットサポートをゆするなどし
て、確実にロックされたか確認し
てください。

1

2

レッグサポート
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取外し／取付け

■ MC2000R、MC3000R

バックサポートのマジックテー
プ部をシートからはがします。

91G2020023

シートの後側を少し持ち上げ、
後方にずらしながら取り外しま
す。

91G2020024

 取付けは、取外しの逆の手順で行な
います。

■ MC3000P

シートの前側を少し持ち上げてから
取り外します。

91G2020034

 取付けは、取外しの逆の手順で行な
います。

シートを取り付ける際は、しっか
りと固定されているか確認してく
ださい。固定が不十分な場合、転
倒・転落事故の原因となります。

シートの取外し／取付けの際は、
配線に接触しないよう十分注意し
てください。

シート

1

2
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バックサポートの角度調節

クランプから、手押し用操舵ス
イッチボックスの配線を外しま
す。

左右のナット①を緩めます

左右のボルト・ナット②を外
し、シートフレーム側の 5ヵ所
の取付穴から 1ヵ所選びボル
ト・ナット②を締め付けます。
（B、Dの場合は穴③を使用）

　締付トルク：
10 N･m (100 kgf･cm)

91G2020035

91G2020036

左右のナット①を締め付けま
す。

　締付トルク：
23 N･m (230 kgf･cm)

手押し用操舵スイッチボックス
の配線をクランプで固定しま
す。

取　付　穴 A B C D E

バックサポート
角　度

87 ° 92 ° 97 ° 102 ° 107 °

※取付穴Cが標準の位置

MC3000P

1

2
3

角度調節をする際は、配線を引っ
ぱったり、ゆるませすぎたりしな
いでください。

 角度調節は、購入店またはスズキ
代理店にご相談ください。

 MC2000R、MC3000Rは、電動
で角度調節ができます。

→　22ページ
（リクライニングスイッチ）

4

5
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シートベルト

必要に応じて装着してください。
図のように、バックサポートの後ろ

側をまわし、マジックテープ部を重
ね合わせてしっかりと固定します。

91G2020025

91G2020044

MC2000R、MC3000R

MC3000P

MC2000R、MC3000R の場
合、リクライニング時には必ず
シートベルトを装着してくださ
い。装着しないと転倒・転落事
故の原因となります。
シートベルトがタイヤなどの回
転部に巻き込まれないように注
意してください。
車いす移動車などに乗車すると
きは、移動車のシートベルトを
使用してください。

MC2000R、MC3000R の場
合、シートベルトは下図に示す前
側のスリットを通してから、アク
チュエーターの前側を通してくだ
さい。後ろ側のスリット、バック
フレームやアクチュエーターの後
ろ側を通すと、リクライニング時
に部品が破損するおそれがありま
す。

91G2020045
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高さの調節

アームサポートの高さを 4 段階に調
節できます。

アームサポートを持ち、スク
リューを取り外します。

お 好 み の 高 さ を 選 び、ス ク
リューを締め付けます。

　締付トルク：9 N･m (90 kgf･cm)

91G2020008

角度の調節

アームサポートの角度を 3 段階（固
定穴は4ヶ所）に調節できます。

図のように、アームサポートの
前方下部にあるロックピンを引
き抜きます。（図中①②参照）

91G2020037

お好みの角度を選び、ロックピ
ンを引き抜いたときの逆の手順
で固定穴に差し込み取り付けま
す。

アームサポートを持って、モー
ターチェアを持ち上げないでくだ
さい。破損するおそれがありま
す。持ち上げ取っ手を持ってくだ
さい。
→　59ページ（運搬）

アームサポート取付位置の調節に
ついては、購入店またはスズキ代
理店にご相談ください。

アームサポート

MC3000Pのみ

1

2
調節後はアームサポートを上下に
ゆすって、確実に固定されたか確
認してください。

MC2000R、MC3000Rのみ

1

2
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左右位置の調節

アームサポート裏側のスクリューの
位置を変更することにより調節でき
ます。（操作ボックス側のみ）

アームサポートを持ち、スク
リューを取り外します。

取付位置を変更し、スクリュー
を締め付けます。

91G2020038

取外し／取付け

乗り降りがしやすいように、アーム
サポートは取り外すことができま
す。

■ MC2000R、MC3000R

アームサポートの後方にあるノ
ブを外します。

 ノブ中央のロック解除ボタン
を押したまま引き抜きます。

アームサポートを車体から取り
外します。

 アームサポートを片手で持
ち、前方下側のロック解除ボタ
ンを押したまま取り外します。

91G2020012

 取付けは、取外しと逆の手順で行な
います。

取外し／取付けの際は、手をは
さまないよう気をつけてくださ
い。
アームサポートを取り外した状
態で走行しないでください。

操作ボックス側のアームサポート
を取り外す場合は、配線に注意し
てください。

MC3000Pのみ

1

2

取付け後はアームサポートやノブ
をゆすって、確実に固定されたか
確認してください。

1

2
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■ MC3000P
スライドピン①を上方に引き、
アームサポートを外側に開きま
す。（図中②参照）

ロックピン③を押しながら、
アームサポートを引き抜きま
す。（図中④参照）

91G2020039

取付けは、取外しと逆の手順で行な
います。

よく水気を絞ったやわらかい布で、
車体の汚れをふき取ってください。
汚れがひどい場合は中性洗剤を布に
しみ込ませてふき取り、そのあと水
気を絞ったやわらかい布でふいてく
ださい。

アームサポートを外側に開いた状
態で、走行したり体重をかけたり
しないでください。

取外し／取付けの際に、下側の
ロックピン（図中③参照）を押
さないでください。指などをは
さむおそれがあります。
取付後はアームサポートをゆ
すって、確実に固定されたか確
認してください。

1

2
ワックスを使用しないでくださ
い。運搬するときなどに手がすべ
り、けがのおそれがあります。

手 入 れ を す る と き は、電 源 ス
イッチを「切」位置にし、充電
器の充電コードを収納してくだ
さい。
水洗いをしないでください。電気
系統の故障の原因となります。

91G2820002

ガソリン・シンナー・ベンジンな
どを使用しないでください。変
形・損傷のおそれがあります。

日常の手入れ
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※ イラストのモーターチェアは代表
例です。仕様により異なる場合が
あります。

乗るとき

モーターチェアが動かないよう
に、左右両側のクラッチレバー
を「走行」位置にします。

→　19ページ（クラッチレバー）

91G2030001

フットサポートを矢印方向に回
転させてたたみます。

91G2030002

モーターチェアへの乗り降り
は、平らな場所で電源スイッチ
「切」、左右両側のクラッチレ
バーを「走行」位置とした状態
で行なってください。モーター
チェアが動いてバランスを崩
し、転倒・転落事故の原因とな
ります。
フットサポートの上に立たない
でください。モーターチェアが
バランスを崩し、転倒事故の原
因となります。
MC2000R、MC3000R の場
合、乗り降りはバックサポート
を一番起こした状態で行なって
ください。バックサポートを寝
かした状態で乗り降りさせる
と、前輪が浮いて転倒するおそ
れがあります。また、リクライ
ニング装置が故障する原因とな
ります。

乗り降りの際は、操作ボックスに
体重をかけないでください。操作
ボックスが壊れて思わぬけがのお
それがあります。

乗り降りのしかた
介助者は、必要に応じてアームサ
ポートを外すなどして、乗り降り
を 補 助 し て く だ さ い。ま た、
MC3000P はフットサポートも外
せます。
→　29ページ（フットサポート）
→　36ページ（アームサポート）

1

2
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両手でアームサポートを持ち、
ゆっくりと座り込みます。

91G2030003

フットサポートをもとにもど
し、足を乗せます。

91G2030004

降りるとき

モーターチェアが動かないよう
に、左右両側のクラッチレバー
を「走行」位置にします。

→　19ページ（クラッチレバー）

91G2030001

フットサポートをたたみ両足を
下ろします。

91G2030006

両手でアームサポートを持ち、
ゆっくりと立ち上がります。

91G2030003

必要に応じてシートベルトを装着
してください。
→　35ページ（シートベルト）

3

4

1

2

3
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※ イラストのモーターチェアは代表
例です。仕様により異なる場合が
あります。

段差を乗りこえるときのご注意

坂道では、手押し走行をしないでく
ださい。衝突・転倒のおそれがあり
ます。

91G2830001

走行中、つま先が障害物に当た
らないよう気をつけてくださ
い。

91G2830002

フットサポートに、足が乗ってい
るか確認して走行してください。

介助のしかた

スピードをつけて、段差を乗り
こえようとしないでください。
衝 突・転 倒 の お そ れ が あ り ま
す。
手押しハンドルのみで、前輪を
上 げ な い で く だ さ い。手 が す
べったりバランスをくずしたり
して、転倒事故の原因となりま
す。
段差の乗りこえが困難だと感じ
た ら、操 作 を 中 止 し て く だ さ
い。転倒のおそれがあります。

前輪を上げるときに、モーターを
踏まないでください。故障の原因
となります。
→　2ページ（各部の名称）

段差を乗りこえられないときは、
次の方法もあります。
・乗員を安全な場所に降ろしたう

えで、人手（3 人以上）を使っ
てモーターチェアを持ち上げ運
搬します。
→　60ページ
（持ち上げ取っ手による運搬）
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39ページの「乗り降りのしかた」も
あわせてお読みいただき、正しい取
扱いをしてください。

走行の前に

電 源 ス イ ッ チ を「入」に し ま
す。
→　20ページ（電源スイッチ）

バッテリー残量表示でバッテ
リー残量を確認します。不足し
ている場合は、充電してくださ
い。
→　25ページ

（バッテリー残量表示）
→　47ページ（充電のしかた）

走行速度を選択します。

→　21ページ
（速度切替えスイッチ）

91G2030009

91G2030010

走行のしかた

1

2

3
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発進、走行

前後左右の安全を確認します。

操作レバー（ジョイスティッ
ク）を進行したい方向に、ゆっ
くり倒します。

→　21ページ（操作レバー）

91G2030016

操作レバーの倒し加減で、ス
ピードを調整します。最高速度
の変更は、速度切替えスイッチ
で行ないます。

91G2030018

操作レバーは急激に操作しないで
ください。バランスを崩し、転倒
のおそれがあります。

前輪に足などを近づけないでく
ださい。MC3000P は操作レ
バーの操作で前輪が左右に切れ
ますので、とくに注意が必要で
す。
近くに人がいる場合、交通量が
多い場合は十分注意してくださ
い。
後進する場合、後方の人や障害
物に注意してください。

1

2

走行中に電源スイッチを「切」位
置にしないでください。急停止
し、転倒のおそれがあります。
走行中に警告ブザーが鳴り、同
時にバッテリー残量表示が点滅
するときは、次のことが考えら
れます。
・車輪が溝にはまっていたり、

障害物に突き当たったりして、
モーターへの負荷が大きい。周
囲の人の助けを借りてくださ
い。

・実用登坂角度（8 °）を超えてい
たり、上り坂を長時間、走行し
たりしている。ただちに登坂を
中止し、低速で慎重に方向転換
して引き返してください。

3
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下り坂では、速度切替えスイッ
チを「遅」位置にして、前進で
慎重に降りてください。
屋内では「遅」位置で走行して
ください。
走行中は、速度切替えスイッチ
を操作しないでください。

走行中、無線機などの強い電磁波
の影響を受けると、警告ブザーが
鳴り停止することがあります。こ
の場合は電源スイッチを「切」に
し、再度「入」にすると走行可能
となります。また、電源スイッチ
「入」の状態で停車中でも、電磁
波の影響を受けると警告ブザーが
鳴り、走行できなくなることがあ
ります。この場合も、電源スイッ
チを「切」にし、再度「入」にす
ると走行可能となります。それで
も走行できない場合は、電磁波以
外の原因と考えられます。購入店
またはスズキ代理店にご相談くだ
さい。
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走行速度について

前
進
時

速度切替え
スイッチ位置

機種 最高速度 走行の目安

速
（高速）

MC2000R 約4.5 km/h
早足で歩く程度の速度
安全な広い場所での走行MC3000R、

MC3000P
約6 km/h

・
（中速）

MC2000R 約2.8 km/h
普通に歩く程度の速度
屋外平坦路での走行MC3000R、

MC3000P
約3.5 km/h

遅
（低速）

MC2000R

約1 km/h

ゆっくり歩く程度の速度
上り坂、下り坂での走行
混雑している場所での走行
室内や狭い場所での走行

MC3000R、
MC3000P

後
進
時

速度切替え
スイッチ位置

最高速度 走行の目安

速
（高速）

約3 km/h
早足で後ろ歩きする程度の速度
安全な広い場所での走行

・
（中速）

約2 km/h
普通に後ろ歩きする程度の速度
屋外平坦路での走行

遅
（低速）

約1 km/h
ゆっくり後ろ歩きする程度の速度
混雑している場所での走行
室内や狭い場所での走行
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停止、駐車

操作レバーから手をはなすと、
自動的に減速し電磁ブレーキが
かかり停止します。

91G2030019

駐車する場合は、安全で周囲の
通行を妨げない場所に移動しま
す。

電源スイッチを「切」位置にし
ます。

→　20ページ（電源スイッチ）

制動距離は、走行条件によって
変わります。余裕をもって停止
してください。
クラッチレバーが「手押し」位
置では、操作レバーを操作して
も発進せず、また手をはなして
も電磁ブレーキはかかりませ
ん。

1

クラッチレバーは、「走行」位置
のままで駐車してください。
→　19ページ（クラッチレバー）

2

3
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感電のおそれがあります。
・充電器の分解・改造はしないでく

ださい。
・幼児やペットが出入りする所では

充電しないでください。
・濡れた電源プラグや濡れた手で充

電しないでください。
・雨・露を受けない、湿気の少ない

場所で充電してください。

バッテリーは、可燃性ガスを発
生することがあり、引火爆発の
おそれがあります。
・充電中、バッテリーに火気を近づ

けないでください。
・直射日光を避け、風通しのよい場

所で充電してください。
・雨よけシートなどをかけたまま充

電しないでください。

植え込み型心臓ペースメーカー
などをご使用の方は、次のペー
ジをお読みください。

→　11 ページ（植え込み型心臓ペー
スメーカーなどをご使用の方へ）

充電のしかた

異常充電による事故を防ぐため、
次のことをお守りください。
モーターチェアに搭載されてい
る専用の充電器以外では、充電
しないでください。充電できな
かったり、バッテリーを傷めた
りするおそれがあります。

バッテリーの周囲温度が0 ℃以下
の低温、30 ℃以上の高温では、
充電しないでください。破損や変
形、早期劣化の原因となります。
充電コードに少しでも傷がある
場 合 は、充 電 し な い で く だ さ
い。充電コードを交換してくだ
さい。

ラジオやテレビなどの近くで充電
すると、雑音の原因となることが
あります。
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充電方法

モーターチェアが動かないよう
に、左右両側のクラッチレバー
を「走行」位置にします。
→　19ページ(クラッチレバー)

電 源 ス イ ッ チ を「切」に し ま
す。

91G2040005

電源プラグのグリップをゆっく
り引き、充電コードを引き出し
ます。

91G2040003

※ 上図のモーターチェアは代表例で
す。仕様により異なる場合があり
ます。

電源プラグを家庭用の AC100V
コンセントに差し込みます。

充電が開始されます。充電中は
充電ランプ（緑）が点灯します。

91G2040006

1

2

3

充電コードは、モーターチェアの
左右どちらにも取付け可能です。
左右位置の変更については、購入
店またはスズキ代理店にご依頼く
ださい。

充電コードは、赤マーク以上を引
き出さないでください。コードが
断線したり、最後まで収納できな
くなったりするおそれがありま
す。

4

5
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充電の完了

充電ランプ（緑）が点滅したら
充電完了です。電源プラグを抜
いてください。

91G2040006

充電コードを収納します。

取り出し口部分のコードを少
し引き収納します。

充電ランプが点灯しない場合は、
一旦電源プラグをコンセントか
ら抜き、10 秒以上待ってから再
び電源プラグをコンセントに差
し込んでください。それでも点灯
しない場合は、購入店またはスズ
キ代理店にご相談ください。

充電時間（※）は、バッテリーの
状態や気温などによって異なり
ます。
※最長12時間程度

新しいバッテリーの場合、機能の
活性化のために、充電時間が長め
となります。

充電が完了すると、充電機能は自
動的に停止しますので、夜お休み
の間に充電しても問題ありませ
ん。

電源プラグを抜くときは、充電
コードを持って引っ張らないでく
ださい。コードが断線するおそれ
があります。電源プラグ本体を
持って抜いてください。

充電完了後は、充電コードが完全
に収納されているか確認してくだ
さい。また、移動や走行の前に、
再度確認してください。

1

2
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充電時間（※）を過ぎても、充電
ランプが点滅しない場合は充電不
良です。購入店またはスズキ代理
店にご相談ください。
※最長12時間程度
充電時間は周囲の温度に影響され
ます。夏場に比べ冬場の方が充電
時間は長くなります。
充電途中で電源プラグを抜くなど
して、バッテリーが満充電でない
状態での使用を繰り返すと、バッ
テリーの性能劣化が早くなり、
バッテリー寿命が通常より短くな
るおそれがあります。充電の中断
はせず、満充電まで行なってくだ
さい。
緊急で使用するために充電を一時
中断した場合は、使用後すみやか
に再充電を行ない、満充電にして
から使用を継続してください。
バ ッ テ リ ー は 電 源 ス イ ッ チ が
「切」の状態でも、徐々に自己放
電しています。長期間使用しない
ときは、満充電にしてバッテリー
コネクターを外してください。さ
らに約 1 か月ごとに満充電にし、
バッテリーコネクターを外して保
管してください。
→　58ページ（保管）
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日常点検は使用状態から判断した適切な時期に実施してください。
日常の使用や点検で異常が感じられたときはご使用を中止し、速やかに購入店また
はスズキ代理店で点検を受けてください。
日常点検は、走行確認ができる安全で広くて平らな場所で行なってください。

日常点検
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安全にご使用いただくため、購入後 6ヵ月ごとに購入店またはスズキ代理店で
必ず点検（有料）を受けてください。

モーターチェアを使っていなくても定期点検は受けてください。
長期間使用しなかった場合は、使用する前に定期点検を受けてください。
定期点検は、購入後2年半以降も半年ごとに実施してください。

定期点検記録簿
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54
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臨時整備（分解整備を含む）の記録を記入してください。

整備実施記録欄

長期間使用しなかった場合は、使用する前に点検（有料）を受けてくださ
い。
１年以上使用しなかった場合は、バッテリーがいちじるしく劣化して、破
損や変形している場合があります。使用する前にバッテリーを交換してく
ださい。

整備実施日 整備の内容
整備を実施した者
の氏名および住所

年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日

長期保管後の使用前点検

臨時整備記録簿
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シールドバッテリーを使用していま
すので、バッテリー液量の点検およ
び補水の必要はありません。

・バッテリーの清掃、点検や交換は購
入店またはスズキ代理店にご相談く
ださい。

ヒューズの点検、交換は購入店また
はスズキ代理店にご相談ください。

タイヤの状態は、走行性能やバッテリー
の消費量に大きな影響を与えます。

タイヤの空気圧

エアゲージ（市販品）で規定の範囲
にあるか点検します。不足している
場合は、空気入れ（市販品）で空気
を入れてください。

91G2050002

※ 上図のモーターチェアは代表例で
す。仕様により異なる場合があり
ます。

バッテリーを分解しないでくださ
い。

バッテリー

ヒューズ

規定値
前輪

245～275 kPa
(2.5～2.8 kgf/cm2)

後輪
216～235 kPa

(2.2～2.4 kgf/cm2)

空気圧が少ない状態で使用しない
でください。思わぬ事故原因とな
ります。

エアゲージで空気圧を測定する際
に、空気が抜け、空気圧が下がる
ことがあります。

タイヤ
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タイヤの穴/溝深さ

前輪は表面の穴を点検し、穴が無く
なったらタイヤを交換してくださ
い。

後輪は溝の深さをデプスゲージな
どで点検し、使用限度値以下の場合
は、タイヤを交換してください。

91G2050003

使用限度値

前輪
0.0 mm

（穴深さ）

後輪
0.8 mm

（溝深さ）

使用限度値以下でのご使用は、ス
リップしたり、停止までの距離が長
くなったりする原因となります。す
みやかに交換してください。

タイヤの穴 / 溝深さの点検や交換
については、購入店またはスズキ
代理店にご相談ください。
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モーターチェアは次の状態にして保
管してください。

クラッチレバーは必ず「走行」位置
にしてください。
→　19ページ（クラッチレバー）

91G2060001

電源スイッチを「切」にしてくださ
い。

91G2060002

メインコントローラーの上に、配線
やコネクターを配置しないでくださ
い。シートの間にはさまれ、損傷す
るおそれがあります。

保管
 雨・雪・露・直射日光などを受け

ない場所に保管してください。
 モーターチェアを守るため、カ

バー（別売り）のご使用をおすす
めします。

 長期間使用しないときは、バッテ
リー保護のため、満充電にしてか
らバッテリーコネクターを外し
てください。さらに約1か月ごと
に満充電にし、バッテリーコネク
ターを外して保管してください。
→　47ページ（充電のしかた）

91G2860001

※ 上図のモーターチェアは代表例
です。仕様により異なる場合が
あります。

 詳しくは購入店またはスズキ代
理店にご相談ください。
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車両による運搬

図のように、運搬する車両の両側にみち板を掛け、その上にベニヤ板などを置
いて手押しで車両に積み込みます。

91G2860002

※上図のモーターチェアは代表例です。仕様により異なる場合があります。

モーターチェアに人を乗せたまま車両に積み込んだり、運搬したりしないで
ください。モーターチェアが傾いて乗員が転落するおそれがあります。

積み込みの際はクラッチレバーを「手押し」位置とし、積み込み後は必ず
「走行」位置にもどしてください。
モーターチェアは、ロープなどで確実に固定してください。固定しない
と、急ブレーキ時などにモーターチェアが動き、思わぬ事故の原因となり
ます。
積み込みの際は、必ず２人以上で作業してください。
みち板やベニヤ板などの耐荷重に気をつけてください。

運搬
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持ち上げ取っ手による運搬

〈MC2000R、MC3000R〉　　　　　〈MC3000P〉

91G2060005

モーターチェアを持ち上げて運ぶときは、持ち上げ取っ手を持ってくださ
い。アームサポート、フットサポート、手押しハンドルなどを持たないで
ください。各部が損傷するおそれがあります。
MC2000R、MC3000R の場合、バックサポート ( 背もたれ ) を鉛直方向
から後方に約23 °以上倒した状態では、持ち上げないでください。
→　22ページ（リクライニングスイッチ）
クラッチレバーを「走行」位置にしたまま運んでください。
→　19ページ（クラッチレバー）
持ち上げる際は、必ず３人以上で行なってください。
けが防止のため、運搬する際は軍手などを使用してください。
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諸元表

° °

°

07_サービスデータ.fm  61 ページ  ２０１８年２月５日　月曜日　午後５時４分
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JIS T 9203：2016 12.1.6で定められた条件のもとでの数値です。

JIS T 9203：2016 12.1.16で定められた条件のもとでの数値または結果です。

試験条件
転倒防止装置あり、緑石乗り上げ装置なし、搭乗者体重　100 kg

項目
車輪ロックなしの場合 車輪ロックありの場合

標準状態 最も不安定な状態 最も不安定な状態

後方安定性 20 ° 20 ° 20 °
前方安定性 20 ° 20 ° ―°

側方安定性 15 ° 15 ° 15 °

評価項目
座位の状態

最も不安定な位置

斜面上での後方に対する動的安定性
（最大傾斜角度）

10 °

斜面上での前方に対する動的安定性
（最大傾斜角度）

10 °

斜面上での側方に対する動的安定性
（最大傾斜角度）

10 °

円旋回での側方に対する動的安定性
（最小直径）

1.3 m

急激な円旋回での側方に対する
動的安定性（適合性）

適合

前向き段差乗り上げ時における後方の
動的安定性（最大段差高）

25 mm

後向き段差降り時における後方の
動的安定性（最大段差高）

50 mm

前向き段差乗り上げ時における前方の
動的安定性（最大段差高）

50 mm

前向き段差降り時における前方の
動的安定性（最大段差高）

50 mm

斜め段差降り時における側方の
動的安定性（最大段差高）

50 mm

静的安定性試験結果 (MC3000Pのみ)

動的安定性試験結果 (MC3000Pのみ)
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〈MC2000R, MC3000R〉

91G2870001

〈MC3000P〉

91G2870002

※これらの寸法は、最大全長を算出するための参考値です。フットサポートの
高さは、路面との間隔が規定値以上となるように調節してください。
→　29ページ（フットサポート）

外観図



サービスデータ

64

アフターサービスなどを的確に行なうため、車台番号を記録しておいてくださ
い。車台番号はフレームに貼り付けられています。

車台番号表示位置

91G2170002

※上図のモーターチェアは代表例です。仕様により異なる場合があります。

車台番号

機　　種

車台番号
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モーターチェア取扱中に次のような症状がありましたら、以下の点をご確認く
ださい。それでもなおらない場合は購入店またはスズキ代理店にご相談くださ
い。

走行前

症　　状 チェックポイント、処置方法

発進しない

電源スイッチが「切」になっていませんか？
↓

電源スイッチを「入」にしてください。
→　20ページ（電源スイッチ）

クラッチレバーが「手押し」になっていませんか?
↓

クラッチレバーを「走行」にしてください。
→　19ページ（クラッチレバー）

バッテリー残量はありますか？
（バッテリー残量表示が点滅していますか？）

↓
バッテリーを充電してください。
→　47ページ（充電のしかた）

電源スイッチを「入」にする前に、操作レバー（ジョ
イスティック）を倒していませんか？（警告ブザーが
鳴っている）

↓
一度操作レバーから手をはなしてください。
→　21ページ（操作レバー）

電源プラグは抜きましたか？（警告ブザーが鳴り、充
電ランプが点滅している）

↓
電源プラグを抜いてください。
→　47ページ（充電のしかた）

こんなときは



困ったときは

66

発進しない
（MC2000R、

MC3000R）

バックサポート（背もたれ）が鉛直方向から後方に23 °以上
倒した状態になっていませんか？

↓
リクライニングスイッチを操作して、バックサポート
を前方に起こし、鉛直方向から後方に23 °以下の状態に
する。
→　22ページ（リクライニングスイッチ）

発進しない
（MC3000P）

手押し用操舵スイッチボックスの切替えスイッチが
「入」になっていませんか？

↓
切替えスイッチを「切」にしてください。
→　24ページ（手押し用操舵スイッチボックス）

症　　状 チェックポイント、処置方法
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走行中

症　　状 チェックポイント、処置方法

警告ブザーが鳴り、
同時にバッテリー残
量表示が1灯だけ点
滅している

バッテリー残量が少なくなっています。
↓

ただちにバッテリーを充電してください。充電しても
正常にならないときは、故障が考えられます。購入店
またはスズキ代理店にご相談ください。
→　47ページ（充電のしかた）

警告ブザーが鳴り、
同時にバッテリー残
量表示が点滅してい
る

モーターへの負荷が大きいことを示しています。車輪
が溝にはまっていたり、障害物に突き当たったりして
いませんか？

↓
周囲の人の助けを借りてください。
→　7ページ（次の運転は避けて）

実用登坂角度（8 °）を超えていたり、上り坂を長時
間、走行したりしていませんか？

↓
ただちに登坂を中止し、慎重に方向転換して引き返し
てください。
→　9ページ（急な坂道、大きな段差や溝は避けて）

警告ブザーが鳴り停
止した

電磁波の影響、またはバッテリー電圧の低下が考えら
れます。

↓
電源スイッチを「切」にして、再度「入」にしてくだ
さい。それでも走行できないときは、故障が考えられ
ます。購入店またはスズキ代理店にご相談ください。
→　43ページ（発進、走行）
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充電中

※処置後も正常にならないときは、購入店またはスズキ代理店にご相談くださ
い。

症　　状 チェックポイント、処置方法

警告ブザーが鳴り、
バッテリー残量表示
のすべてが点滅して
いる

電源スイッチが「入」になっていませんか？
↓

電源スイッチを「切」にしてください。
→　20ページ（電源スイッチ）

充電ランプが早く点
滅するが、しばらく
すると点灯にもどる

充電器のオーバーヒートが考えられます。
↓

一旦充電を中断し、風通しのよい場所で充電してくだ
さい。
→　47ページ（充電のしかた）

警告ブザーも鳴ら
ず、充電ランプ（緑）
も点灯しない

故障しています。
↓

コードリールヒューズ（5A）の交換または充電コード
などの修理が必要です。
→　56ページ（ヒューズ）
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お問い合わせ、ご相談は
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